
Ⅸ 教 職 員 の 資 質 向 上 に つ い て
１ 教職員としての誇りと志を新たに

平成２９年１２月１２日付けで、「熊本県教員等の資質向上に関する指標（あるべき姿）」

が示されました。本指標は、急速に変化する社会の状況を踏まえ、教員の養成・採用・研

修を通じた新たな体制の構築等のため、平成２９年４月に「教育公務員特例法等の一部を

改正する法律」が施行されたことを受け、校長及び教員等が高度専門職としての職責、経

験及び適正に応じて身に付けるべき資質を明確にするために策定されたものです。

本指標では、「くまもとの教職員像」を踏まえ、各教員等のキャリアアップや人材育成

の道しるべとして、経験段階に応じて求められる資質・能力が明確化されています。

まず、「くまもとの教職員像」を今一度読み返し、誇りと志を新たにして日々の職務に

取り組みましょう。

２ 熊本県教員等の資質向上に関する指標（あるべき姿）

本指標の活用例としては、以下のようなことが挙げられます。

管理職 ○学校経営ビジョンに基づく、組織的な人材育成のため

校長・副校長・教頭 ○自己の現時点における資質を把握し、資質向上を図るため

教 員 ○自己の現時点における資質を把握するため

○自己のキャリアアップを図るための目標設定の参考とするため

本指標を自らの資質向上を図るために、自己点検や目標設定の参考にしてください。
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※養護教諭は、「学習指導」を「保健教育」「健康相談」、「学級経営」を「保健室経営」「保健管理」
に、また、栄養教諭は、「学習指導」を「食に関する指導」、「学級経営」を「学校給食管理」に
読み替えてください。


